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６月２７日（土）、下野市国分寺公民館にて、家庭・地域

いじめ対策教育支援事業地域アクションミーティングを、下

野市家庭教育学級開講式及びオピニオンリーダー下都賀ブ

ロック研修会との共催にて実施しました。 

 ｢私を助けて！～即興劇で考えるいじめ問題～｣と題して、

栃木県カウンセリング協会理事長、丸山隆氏のコーディネー

トのもと、鹿沼市家庭教育オピニオンリーダー｢せせらぎ会｣

の皆さんに即興劇を演じていただきました。 

 ｢自分たちも参加できる講演がよかった。｣「体当たりの演

技に、他人事とは思えず引き込まれた。」「即興劇を見て、自

分ならどうするか主体的にいじめについて考えた。」等多数

の感想をいただき、学びの多い研修会になりました。 

中学生ボランティアの暑い夏！！ 

野木町では、中学生ボランティアを募集し、生涯学習の様々なイ

ベントで活動してもらう取り組みを始めました。７月 25・26 日

に開催された野木町煉瓦窯特別公開では、見学者の受付や募金の呼

びかけ、説明スタッフのサポートなどを行いました。来場者やスタ

ッフに対し明るく接している姿を見て、ほほえましく感じました。      

また、８月１日から１泊２日で開催された小学５年生対象のリー

ダー研修会では、前日に事前研修を実施し、２泊３日のスケジュー

ルで活動を行いました。小学生をリードしての活動は大変苦労した

と思いますが、お兄さんお姉さんと慕われ、良い思い出になったの

ではないでしょうか。夏休みに一回り成長した中学生が秋のイベン

トでも活躍することを願っています。 

   

 

 ～未来の自分のための 心あたたまる３日間～ 

８月４日（火）～６日（木）の３日間、壬生町保健福祉センタ

ーにおいて、町内の中学生と高校生を対象とした講座「ハートふ.

る.る ３days」を開催し、のべ１１１人が参加しました。これは、

参加した中高生が、講座をとおしてあたたかな心をはぐくみ、同

時に未来の自分を見つめる学びの機会の提供に賛同いただいた、

壬生町社会福祉協議会、壬生町子育て支援センター、壬生町児童

館、壬生町子育て支援グループ「ポケット」、壬生町学校栄養士会、

壬生町家庭教育支援チームの協力により実現したものです。 

８月４日（火）     ８月５日（水）      ８月６日（木） 

       
「 シ ッ テ ィ ン グ バ レ ー と の 出 会 い   「 オ リ ジ ナ ル ！  ミ ス テ リ ー ラ ン チ を つ く ろ う 」 「 赤 ち ゃ ん と の ふ れ あ い 交 流 体 験 」 

    
「 視 覚 障 が い 者 の 生 活 を 知 ろ う 」     「 バ ル ー ン ア ー ト 体 験 講 座 」     「 お 手 軽 ス イ ー ツ く り 」  

７月２９日（水）、壬生中央公民館にて、下都賀地区ＰＴＡ

指導者研修Ⅰを実施しました。 

前半は白鴎大学教育学部・平野晋吾先生に「発達障害の理

解と対応」の演題で講演をいただきました。発達障害の特性

を認めた上での関わり方や、共感及び賞賛の重要性など、示

唆に富むお話をいただきました。 

後半は講演の内容をもとに、参加者が小グループに分かれ

て意見交換を行う分散会を実施しました。参加者からは、「い

ろいろな個性、立場の保護者と関わる中で、コミュニケーシ

ョンが大切だということになりました。様々な学校の教師・

保護者という立場の違う人が集まり、話合いができて良かっ

たです。」などの感想が寄せられ充実した研修となりました。 

今年度より小山市教育委員会生涯学習課では、中学生を対象

に、公民館に配置されている社会教育指導員、地元教員ＯＢ、地

域住民によるボランティア、さらには各学校の地域連携教員と連

携して、小山市の学習支援「学びの教室」事業を実施しています。 

現在は中央、大谷、間々田の３つの公民館を会場に、毎月第２・

第４土曜日の１４時から１８時まで実施しています。 

中学生なら誰でも参加でき、自分で学習したい教材を持参して

勉強でき、分からない時には、学習指導員が一人一人に丁寧に対

応する体制を整えています。       

開始してから４ヶ月目に入りましたが、   

「集中して勉強できる」「ボランティアの 

先生が丁寧に教えてくれてテストの点数 

がアップした」などの声が挙がってきて 

おり、学習の場として定着されることを 

目標としています。             （ 打 合 せ の 様 子 ）  

野木町 壬生町 

 

「地域未来塾」・・・小山市の取組 
＊高等学校等の取組：蔵の街高校生ボランティアスクール開催 

学悠館高校校外活動センターでは、栃木市社会福祉協議会、市

民活動センターくらら、栃木市教育委員会および栃木市と共催で、

昨年度よりボランティアスクールを開催しています。今年は、夏

休み中に１２の会場で市内８校・３２名の高校生が活動しました。           

それぞれに特徴をもつ５団体が事前の 

話し合いをもって実施することで、従来 

にない幅広い体験機会と企画を打ち出す 

ことができています。本校で行われた開 

講式では、東日本大震災で被災しながら 

もボランティア活動をした宇大生から話 

を聞いたあと、市内中心部の施設を見学  

しました。閉講式では、自分の体験した 

ボランティア活動を通して、今後どのよ 

うにまちづくりに関わっていけるか考え 

ました。これからの高校生の活躍に期待 

したいです。 

 


